
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

９３ タダラフィルの算定について 

 

《令和６年３月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

不安定狭心症に対するタダラフィル（ザルティア錠）の算定は、原則とし

て認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

タダラフィル（ザルティア錠）は、死亡例を含む心筋梗塞等の重篤な心疾患

系等の有害事象が報告されているため、投与前に心血管系障害の有無等を十

分に確認することとされている。したがって、当該医薬品の対象疾患に対する

治療の必要性に対して同医薬品による重篤な心疾患の有害事象から判断して、

不安定狭心症のある患者には医学的に不適切と考えられる。 

以上のことから、不安定狭心症がある患者に対するタダラフィル（ザルティ

ア錠）の算定は、原則として認められないと判断した。 
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